
 
 
内 容：①4 月の作業について、 ②摘蕾摘花・脱穀機・開葯機の説明 
    ③剪定・誘引の見直し 

  

４月の作業について（説明） 
摘蕾や人工授粉などについて、ほ場の蕾を

見ながら説明していただきます。 
（摘蕾を予定していましたが、ここ数日の寒波による

生育の遅れと、凍害の発生で観察のみになりました。） 

梨（新高）の蕾 
摘蕾（蕾を摘む）摘花（花を摘む）して、

花粉を採取します。 

 
脱穀機：花をくだいて葯（おしべ）を取り 

出します。（花びらなどが除かれます。） 

その後、葯をふるいにかけて不純物を取り 

除きます. 
 

 
ピンク色の葯を、トレイ上の黒い紙の上に敷

き詰めます。 

葯を開葯器に２４時間入れて葯を開き黄色

い花粉を取り出します。 

剪定・誘引の見直し 
剪定が終わった木を、もう一度見直しま

す。 
特に若木は成長を優先させるように切り戻

し、添え木をして誘引します。 
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